
 

                 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                 乙部町立乙部中学校 学校だより 令和 5 年 9 月２９日（金） 第 6 号 

乙部中学校 校長 宮腰屋 由 

 

 令和５年度もちょうど６か月が過ぎ、折り返しとなります。３年生は猛暑の中、修学旅行を無事に終えること

ができました。２年生は職場体験学習で何事にも代え難い学び・体験をすることができました（ご多忙な中、生

徒を快く受け入れていただいた各事業所の皆様に心からお礼申し上げます）。学校から外に踏み出して地域や人

と関わる学習は、生徒に多くの財産を与えてくれることを再確認いたしました。来月 15 日には光濤祭を開催し

ます（例年土曜日開催ですが、今年度は日曜日開催となります）。学校を取り巻く情勢を踏まえ午前半日日程と

いたしました。時間を縮減した分、密度の濃い内容にするべく、生徒は準備・練習に取り組んでおります。生徒

１人１人が成就感を得て、自己有用感を育む光濤祭となることを期待しています。 

 

 さて、家庭学習習慣定着が本校生徒の喫緊の課題となっております。そこで家庭学習の動機づけと機会提供の

ため、２学期はドリルパークの活用を重点に掲げました。ドリルパークについて説明しますと… 

①株式会社ベネッセコーポレーションのデジタルドリル教材（有償）です。※町の助成で、令和５年１月より導入 

②ベーシックドリル（国数社理英の５教科）とパワーアップドリル（国数英の３教科）で構成されています。 

③小１から中３までの豊富な問題数が集録されており、基礎基本の定着から、思考力・判断力・表現力の育成ま

で、自動採点や繰り返し学習などデジタルの特性で効率よく学習を進めることができます。 

④ポイントやメダルなど、学習意欲を高める工夫もあります（既に数万ポイント集めた生徒もいます）。 

 授業時間内での活用には限度があることから、２学期以降は１人１台端末を生徒が適宜持ち帰り、ドリルパー

クを活用して家庭学習するよう指導しております。持ち帰り用の充電アダプタを各ご家庭に貸与済ですので、持

ち帰りの際はバッテリー残量を気にせずに活用していただけます。とはいえオンラインゲームや動画等の楽しさ

とは別ものですので、活用が一時的となることも予想されます。活用の声がけをご家庭でもお願いします。なお

端末の持ち帰りにあたり、下記について再度ご確認・ご指導願います。 

【お願い事項】 ・学習目的以外（有害サイト、ゲーム、ＳＮＳなど）での使用をさせないでください。 

              ・就寝時、充電時はリビングに置くなど、保護者が見えない状況を作らないでください。 

        ・町が貸与した機器ですので、破損等が無いように丁寧な取り扱いをさせてください。 

                                                                  

 本校では１人１台端末活用の可能性に着目し、デジタル（端末活用）かアナログ（紙の利用・書く作業）かと

いう二項対立ではなく、どちらの良さも適切に組み合わせて生かしながら、授業さらには家庭での学びの質を向

上させていきたい所存です。保護者の皆様のご理解をよろしくお願いいたします。 

 

 

『ワクワクを創る』 学びにワクワク・行事にワクワク・仲間にワクワク 

学校教育目標 

重点教育目標 

「生きる力を持ち、明日の郷土を担う、心豊かな生徒の育成」 

令和５年度の後半に向けて 



 

 ８月３０日（水）～９月１日（金）までの 2 泊 3 日、３年生が修学旅行へ行ってきました。 

 

 ３日間天気にも恵まれ、宿泊先・見学地でも素晴らしいとお褒めの言葉をいただいた旅行となりました。猊鼻

渓ではたくさんの生徒が“石投げ”に成功し、野球観戦では手作りの応援グッズを持っての声援など、たくさん

の思い出ができたことと思います。今回の経験を今後の学校生活に生かし、残り半年を過ごしてほしいと思いま

す。詳しい様子は学校公式ブログでご覧ください。 

   

  

 

 ９月１２日（火）、生徒会役員選挙が行われ、新たに５名の皆さんが選出されました。 

 

 ５名の立候補者は自分の公約を堂々と訴え、応援演説者は立候補者の人となりを熱心にアピールしました。任

期は来年９月までの１年間となります。全校生徒の先頭となっての活躍を期待します。これからよろしくお願い

します。 

また、今回の選挙については、乙部町選挙管理委員会のご厚意により、実際の選挙で使用されている記入台と

投票箱を使っての本格的な投票となりました。本物を使用できる機会はめったにありません。学校の選挙で経験

できたことは、数年後に選挙権が来る生徒たちには貴重な体験となりました。ご協力いただきました関係機関の

皆様に深く感謝申し上げます。 

 


